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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・メンタル病棟の空調切り換えが終了しました。エアコンを使用できる状態ですが、

使用時は気温を確認し使用するようにして下さい。

・庶務チームより六十ハップ発注について連絡がきています。

硫化水素自殺防止に伴い、六十ハップの購入が１回に１本までの制限となった為在庫を持つ事が難しくなりました。今後発注する際には、余裕を持ってなくなる前に発注するようにして下さい。

・感染管理委員より、青森県健康福祉部保健衛生課より、県内の麻しんの流行につ

いて資料が届いています。県内において、麻しん患者の発生が弘前保健所館内を中心に増加しており、流行が拡大傾向にあります。発生患者の年代は10・20代であり、生徒、学生が中心となっていることから、今後集団発生も懸念されます。各自資料に目を通し、麻しんの流行拡大防止に努めましょう。

＜患者様連絡事項＞

・大上　なみ様～小坂Dr診察にて、ボラザG軟膏14本（7/3～14日分）処方となっています。引き続き脱肛状況、疼痛有無出血等を処置時に確認していき情報提供していきましょう。次回は7/17（木）となっています。

・駒木　洋士様～7/4（金）9：00～外出希望あり主治医へ提出していますが、本人様7/5（土）へ変更希望しており、本日（準夜帯）再度御家族へ5日でもいいか電話で確認をするとの事でした。準夜スタッフは確認お願いします。　　　　　　　
＜皮膚科診察報告＞

・上村　みわ様～左母趾に周囲炎あり、アズクロ処置の指示が出ています。部位の状態観察行なっていきましょう。

・浅野　秀子様～新たに胸部・背部への急性湿疹あり、デルモゾールG軟膏塗布、部位変更（躯幹・両下肢）の指示が出ています。皮膚状態の観察をしていきましょう。

＜Ｄｒ安ヶ平ケース検討＞

・大上　なみ様～右膝痛あり、腫脹見られている事から朝・昼・夕の歩行運動は現在は行っていません。プログラムでは自分が好きな種目の時だけ参加し走ったり、嫌いな種目の時には「膝が痛い」と参加しない等、本人様の訴えと行動が伴っていないところがあります。本日主治医診察にて膝の状態と今後の運動について情報提供、確認しています。主治医より、膝には水は溜まってはおらず、膝の痛みが激しい時はプログラム見学、それ以外はプログラムへ参加するよう、又、運動していい事説明ありました。

　　　　　　　　今後も、膝の腫脹や疼痛の有無、プログラムや歩行運動の取り組み状況の観察・確認をしていきましょう。

＜注目患者様ケア検討＞

・浅野　秀子様～本日午前のプログラム参加声掛けに腹痛訴えています。腹部確認時圧迫痛訴えますが部位定まらず。「作業行っても意欲がわかない。」と話されていますが、説明に理解され移動出来ています。昼食時も「食欲がない。意欲がわかない。意欲がわく薬があるって聞いた事あるから出してもらおうかな。」と話されていましたが促しにてレストランへ移動全量摂取出来ています。以前先生より「やる気の無さは、病気の症状なのでそれに負けずに動くように」と説明受けている為、訴え時は傾聴し、上記にて対応していきましょう。

　　　　　　　又、プログラム参加を拒んだ場合理由を問い、プログラムの目的、必要性を説明、本人様にプログラム参加について理解して頂き参加出来るよう、どうしても参加出来ないという場合は臥床し何もしないままではなく、棟内にて出来る何かを一緒に考え、上記について作業スタッフへ情報提供していき個別プログラムとして行なっていけるような関わりを検討していきましょう。　　　　　　

＜担当業務より＞

【社会復帰支援】

・各担当患者様の日常生活能力を評価して頂きます。7/16（水）までに評価し、カ

ルテへ挟むように（面会状況一覧表の前）して下さい。

評価表は、ＷＩＺ→みんなの共有→北病棟→日常生活支援→日常生活評価尺度表

にあります。

















































